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第6章
【No.1】【No 1】
佐賀県の産業
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　日本の代表的な陶器・唐津焼は、安土桃山時代頃に唐津市北
きた

波
は

多
た

で始まっ

たといわれています。

　その後、豊臣秀吉による朝鮮出兵（文
ぶん

禄
ろく

・慶
けい

長
ちょう

の役、1592 ～ 98年）の際、

多くの朝鮮陶工が連れて来られ、朝鮮の技術の導入が進み、肥前の国（佐賀

県・長崎県）でやきものづくりが広まったのです。

　佐賀県では古くから唐津焼、有田焼（伊万里焼）をはじめと
したやきものづくりが盛んです。県内各地のやきものにはど
んな特徴があるかを探ってみましょう。

□海を渡って伝えられたやきものの文化    

□佐賀県の現在のやきものの産地    

佐賀県の
国重要無形
文化財保持者
（工芸技術）

　無形文化財とは、歴史的に、また芸術的に価値の
高い工芸技術などのことをいいます。それを受け継
ぐ人たちの中で、国から認定された人は「国重要無形
文化財保持者」（通称「人間国宝」）と呼ばれています。

　磁器の成形、釉
ゆう

薬
やく

の研究を重ね、
伝統的な白磁の
制作技法を極め
ました。

　代々受け継がれてきた色絵磁器の技術を
今に伝え、「墨はじき」という伝統の白抜き
技法を駆使した作品も制作しています。

●白磁

井
いのうえ

上萬
まん

二
じ

さん
（有田町）

●  色絵磁器 

十四代 今
いま

泉
いずみ

今
いま

右
え

衛門
もん

さん（有田町）藩領図（藤野保著『佐賀藩』を参考に作成）

（井上萬二窯 提供）

（今右衛門窯 提供）

肥前には、陶
土や

陶石（原料）、

燃料（まきに
なる木）、

水力（川）など
、窯
よう
業
ぎょう
を

営む条件が揃
そろ
って

いました。

大陸から各領内に広がったやきものの産地分布図
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第6章 〔佐賀県の産業〕 No.1　佐賀県の陶磁器

　徳川将軍への献上品として

作られた鍋島焼。有田の岩
いわ

谷
や

川
がわ

内
ち

で始まり、1660年代頃
に伊万里の大

おお

川
かわ

内
ち

山
やま

へ移転。
廃藩置県まで作られ、採算を
度外視した日本最高級の磁器
と言われています。

※佐賀藩は技術の漏えいを防ぐため、
関所を設けて厳重に管理しました。

　鉄の成分を含んだ絵の具に
よる力強い絵柄が特徴です。

　純白の素地を生か
して、優美な文様を
施しています。

　江戸時代前期以降～
昭和前期まで、大甕など
の容器も多く作られて
いました。食べ物の貯蔵
などに使用されていま
したが、現在はほぼ廃

すた

れ
てしまいました。

( 佐賀県立九州陶磁文化館 蔵）

( 唐津市教育委員会 提供）

(佐賀県観光連盟 提供）

（佐賀県立九州陶磁文化館 蔵）

（佐賀県立九州陶磁文化館 蔵）

（佐賀県立九州陶磁文化館 蔵）

（佐賀県立九州陶磁文化館 蔵）
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文
もん

壺
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（絵
え

唐
がら

津
つ

）
（1590～ 1610年代）

色
いろ

絵
え

花
か

鳥
ちょう

文
もん

皿
さら

（柿
かき

右
え も ん

衛門様
よう

式
しき

）
（1670～ 1690年代） 

 褐
かつ

釉
ゆう

大
おお

甕
がめ

（1629年） 

【唐津焼】 【有田焼（伊万里焼）】

　唐津焼と呼ばれるの
は当初唐津の港から出
荷されていたからです。
京都や大阪をはじめと
した西日本から東日本
に広く知れ渡り、やきも
ののことを総称して「か
らつもの」と呼ぶ地域が
あります。

発祥年代： 安土桃山時代
発 祥 地：  唐津市北波多岸

きし

岳
だけ

周辺（その
後、伊万里や武雄、長崎北部に
も広がった）

創 始 者： 朝鮮陶工たち
原 　 料： 陶土（有色粘土）が主（原料は土）

特　徴
・九州の陶磁器で最も古い歴史がある
・土ならではの温かみがある
・ 桃山～江戸時代初期の代表的な茶陶の　 
一つ（茶道具としての器）
・ 水を吸いやすく、たたくとにごった音がする。

 藁
わら

灰
ばい

釉
ゆう

壺
つぼ

（斑
まだら

唐
がら

津
つ

）
（1580～ 1590年代）

からつもの 鍋島焼見どころスポット見どころスポット

佐賀県立九州陶磁文化館
住所：西松浦郡有田町戸杓乙3100-1

電話：  0955-43-3681

  開館時間：9時～17時
 　　　　　（入館は16時30分まで）

休館：毎週月曜日
　　 （祝日の場合は開館）
　　　12月29日～31日

料金：無料
　　　（特別企画展は大人有料）

調べて

みよう
!

「有田焼」は江戸時
代から明治時代に
なるまで
「伊万里焼」
と呼ばれてい
たのはなぜ？

発祥年代： 江戸時代初め（1610年代）
発 祥 地：  有田
創 始 者： 朝鮮陶工の李参平など

原 　 料： 陶石をくだいた粉が主（原料は石）

特　徴
・かたくて丈夫な白い器　
・ 美しい赤や黄や青の模様が施されている
ものが多い。

・水を通さず、たたくと澄んだ金属音がする
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文
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皿
さら

（鍋
なべ

島
しま

様
よう

式
しき

）
（1700～ 1720年代）

　唐津焼の始まりの場所の一つ、唐津

市の飯
はん

洞
どう

甕
かめ

下
した

窯
かま

跡
あと

(国指定史跡)。

　皿の内外面に小高く盛り上がった部分が
あり、中央には山水文様が描かれています。　　 
（今泉吉郎氏 寄贈　重要文化財）

（佐賀県立九州陶磁文化館 蔵）
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文
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輪
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花
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大
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皿
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（1640～ 1650年代）

　朝鮮陶工の李
り

参
さん

平
ぺい

（金
かな

ヶ
が

江
え

三
さん

兵
べ

衛
え

）が最

初に磁器の原料となる陶石を発見したと

言われる泉
いずみ

山
やま

磁
じ

石
せき

場
ば

 (国指定史跡)。
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